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行った。現在研究の裏付けとなっている覚書が 2020 年 6 月で 3 度目の継続契約の時期を
迎えること、ゴンザガ大学の教育学部長が交代することなどから、具体的内容を含めた検
討がなされた。子どもみんなプロジェクトは、2020 年 3 月をもって終了し、国立大学法
人における経常経費による運営に移行する方向でコンソーシアム内の検討が進んでいる。
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約」が締結され、研究協力事業が開始された。具体的な事業としては、2008 年 4 月よ
り、郵送による任意の「乳児後期アンケート」が実施され、同年 6 月より、アンケート
結果をもとにしたフォロー事業として「すくすく相談会」が開始された。そして、「10 か
月児アンケート健康診査及びフォロー事業に関する委託」が 2009 年度から 2012 年度ま
での 4 年間継続された。この研究は、「西宮市 10 か月児健康診査（個別健診）」として吸
収され、発展的に解消された。
この西宮市の乳児に対する全数調査データ（2008 年度から 2012 年度まで 5 年分、年
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の効果などを盛り込むことができた。また、今回も “To Junior Researcher　～　Dr. Masa
の人間ウォッチング ” を発刊した。第 2 回目となる今号は、やる気をテーマに届けること
ができた。今後も中学生以降の対象児に対して送付する予定である。
（2）今後の予定
2019 年度の追跡調査は、すくすくコホート三重では、中学 2、3 年生の協力者に郵送
調査（冬）が行われる予定である。中学 3 年生については、高校受験を控えていること
や学内行事などを勘案して例年よりも早い時期に実施される予定である（11 月ごろを予
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学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館 1 階会議室を利用して、おおむね月 1 回、土曜









1 5 月 12 日 はじめに 子どもの発達を捉える 河合優年 31 名 1名
2 6 月 2日 概論 発 達 障 害 児 の 情 報 処 理 特 性 と
チェックリストについて
石川道子、難波久美子 25 名 0名
3 7 月 7日 ＜豪雨のため中止＞
4 8 月 4日 概論（続き）
チェックリスト
について
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5 9 月 1日 子どもの発達 クウ・ネル・アソブ（食事・睡
眠・運動）～カラダからみた子ど
ものココロの発達～
中井昭夫 28 名 1名
6 10 月 6日 初回実施報告 生態学的発達検査（H30）2018 年
度春～夏の調査結果
難波久美子、石川道子 13 名 0名







8 1 月 12 日 冬の調査状況 冬の調査状況と変化の把握につい
て
石川道子、難波久美子 19 名 1名
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て LD、成人期は自立した社会参加が出来ていないので ASD というように診断名が変わ
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されたという報告、また、2-6 歳の ASD の約 60%、7-18 歳の ASD の約 40% が筋肉の低
緊張を指摘され、約 20％の ASD が理学療法や作業療法など療育を受けた経験があるとい










自分が DCD の研究に取り組むきっかけになった 1998 年の研究論文があります。この
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D が強化されていますが、母体のビタミン D が少なければ、当然、母乳中のビタミン D
は少なくなります。疫学データでは北欧など緯度の高い地域で ASD の発症頻度が高い、
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対象は、年長児とその保護者 10 組であった。実施時期は 2018 年 8 月～ 9 月、場所は、
各公立保育所、教育・障害福祉センター等で、スタッフは、医師、保健師、保育士、臨床
心理士、指導主事等であった。実施方法は、1 組当たり、個別支援 2 回（8 月）、集団支
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2） 中井昭夫 （2018）.　不器用な子ども―DCD という視点からの理解と支援―　稲垣真澄（編）






2） 中井昭夫 （2018）.　発達障害は身体障害？ ―身体性からの神経発達障害へのアプローチ―.　
日本小児心身医学会雑誌「子どもの心とからだ」，26，362-364.
3） 中井昭夫 （2018）. 「小児の正常発達シリーズ」微細神経学的徴候（ソフト・ニューロロジカ
ル・サイン）の発達 .　小児内科，50，1306-1309.
4） Ogoshi, S., Ogoshi, Y., Saitou, T., Nishi, H., Mitsuhashi, Y., Nakai, A. （2018）. Development of 
Sleep Support System Using Electroencephalogram for Person with Developmental Disorders. 
Sensors and Materials, 30, 1457-1462.
３．学会発表
1） 三池輝久・小西行郎・豊浦麻紀子・中井昭夫・田島世貴 （2018）.　新生児、乳児期の睡眠障
害は発達障害の有効な予測因子 . 第 60 回日本小児神経学会．（幕張メッセ国際会議場，5 月）
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会第 30 回大会論文集，P.133．（早稲田大学，3 月）
2） 企画：高井直美　話題提供：伊藤一美・薦田未央・寺井朋子　指定討論：塘利枝子・河合優年 
（2019）. 子どもの学校適応の基盤―幼児から児童、児童から生徒の移行期に、子どもたちをど
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